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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、赤ちゃんのほしがるサインにあわせた直接母乳哺育や、分娩早期からの制限のな
い頻回直接母乳哺育は、母親の鎮静やリラックスを促してストレスを軽減するのではないかと
いう仮説に基づいて調査を行ったが、仮説は立証できなかった。 
赤ちゃんのほしがるサインにあわせた直接母乳哺育や、分娩早期からの制限のない頻回直接

母乳哺育は、母乳育児への自信を促すことが明らかになった。 
看護者は、頻回直母群に対して、効果的な直接母乳哺育が行えているかを評価して、頻回直

母を支援する必要があり、また、時間直母群に対しては、直母が制限されている状況での、効
果的な直接母乳哺育を獲得するための援助方法を検討する必要性があることが示唆された。 
 

研究成果の概要（英文）： 
Based on the hypothesis that direct breastfeeding on a baby’s demand and frequent 

and unlimited direct breastfeeding initiated soon after birth may promote remission 
and relaxation and help reduce their stress. However , I was not able to prove a 
hypothesis . 

Breastfeeding self-efficacy was higher in the frequent direct breastfeeding group  
suggesting that direct breastfeeding on a baby’s demand and frequent and unlimited 
direct breastfeeding soon after birth can facilitate the continuation of breastfeeding 
with confidence. 

The frequent direct breastfeeding mothers in the scheduled direct breastfeeding 
group considered that it possible for effective breastfeeding,it is necessary to examine 
support for mothers to achieve breastfeeding behaviors under the circumstance of 
limited direct breastfeeding. 
 

交付決定額                            （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

2010 年度 300,000 90,000 390,000 

2011 年度 100,000 30,000 130,000 

総 計 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：看護学・生涯発達看護学 

キーワード：直接母乳哺育,母乳育児自己効力感,ストレス 

機関番号:34441 

研究種目:基盤研究(C) 

研究期間:2009～2011 

課題番号:21592802 

研究課題名(和文)  

唾液中コルチゾールとクロモグラニンによる直接母乳哺育のストレス評価 

研究課題名(英文) 

Evaluation of stress in mothers after direct breastfeeding by measuring salivary 

cortisol and chromogranin 

研究代表者 

 南田 智子(MINAMIDATOMOKO) 

 藍野大学・医療保健学部・准教授 

 研究者番号:60378297  



 
１．研究開始当初の背景 
世 界 保 健 機 関 (WHO) と 国 連 児 童 基 金
(UNICEF)は、乳幼児の健康と栄養状態改善の
ための一つの方法として、母乳育児の維持や
回復の重要性を強調しており、1989 年には
お母さんが赤ちゃんを母乳で育てられるよ
うに、産科施設とそこで働く職員が実行すべ
きことを具体的に示した「母乳育児を成功さ
せるための十か条」1)を発表した。現在「母
乳育児を成功させるための十か条」を実践す
る施設として、全国で 56 施設が「赤ちゃん
にやさしい病院 Baby Friendly Hospital」の
認定を受けている。 
厚生労働省の調査 2)によると日本における
母乳育児は、母乳のみを与える（以下「母乳
栄養」という。）割合は生後 1 カ月で 42％、
生後 3 カ月になると 38％に減少する。また母
乳と粉ミルクを与える（以下「混合栄養」と
いう。）割合は生後 1 カ月で 52.5％、生後 3
カ月 41.0％となり、いずれも混合栄養の割合
が母乳栄養の割合を上回っている。 
母乳分泌を促し、母乳栄養率を上昇させる
ためには、分娩早期からの制限のない頻回直
接母乳哺育が望ましい。日本の産科施設は、
分娩直後から完全母児同室制を行う施設、新
生児の感染予防や褥婦の分娩後の身体回復
や休息を目的とした産後数日からの一部母
児同室制の施設、母児別室制施設に分けられ
る。また施設によって授乳方法も異なり、時
間に関係なく赤ちゃんのほしがるサインに
あわせて直接母乳哺育を行う施設や、定めら
れた授乳時間（約 3 時間間隔）に直接母乳哺
育を行う施設がある。従って、一部母児同室
制や母児別室制である場合、また、定められ
た授乳時間に直接母乳哺育を行う場合には、
赤ちゃんのほしがるサインにあわせた直接
母乳哺育が制限される可能性がある。 
乳汁分泌にはプロラクチンとオキシトシン
が大きく関与している。プロラクチンの分泌
は母乳分泌の促進だけでなく母性行動に関
係し 3)、オキシトシンの分泌も母親に対する
鎮静作用やリラックス効果が認められてい
る 4)。そこで本研究は、褥婦が赤ちゃんのほ
しがるサインにあわせた直接母乳哺育や、分
娩早期からの制限のない頻回直接母乳哺育
は、母親の鎮静やリラックスを促してストレ
スを軽減するのではないかという仮説に基
づき、褥婦の直接母乳哺育前後の疲労度・ス
トレス度の変化、児への愛着、母乳育児自己
効力感の変化を明らかにすることを目的と
した。 
２．研究の目的 
1) 分娩早期から赤ちゃんのほしがるサイン
にあわせて、制限なく頻回に直接母乳哺育を
行っている褥婦群(以下、頻回直母群という)
と、施設で定められた授乳時間（約 3 時間間

隔）に直接母乳哺育をしている褥婦群(以下、
時間直母群という)を対象に、産後 1 日、産
後 3 日、産後 1 ヶ月における直接母乳哺育前
後での疲労度・ストレス度・児への愛着形
成・母乳育児自己効力感に差がないかを検証
する。 
2) 頻回直母群と時間直母群を対象に、産後 1
日、産後 3 日における直接母乳哺育前後の唾
液中コルチゾール・クロモグラニン A による
身体的・心理的ストレスの変化を明らかにす
る。 
３．研究の方法 
1) 対象者 
(1) 研究Ⅰ 
「直接母乳哺育後のストレス評価」 
質問紙調査による直接母乳哺育後のストレ
ス評価。 
県内の施設で正期産経膣分娩となり、重篤

な産後合併症のない成人初産褥婦のうち、頻
回直母群 250 名と、時間直母群 250 名。 
(2) 研究Ⅱ 
「唾液中コルチゾールとクロモグラニン Aに
よる直接母乳哺育後のストレス評価」 
質問紙調査と唾液調査による直接母乳哺育
後のストレス評価。 
県内の施設で正期産経膣分娩となり、重篤

な産後合併症のない成人初産褥婦のうち、頻
回直母群 40 名と、時間直母群 40 名。 
2) 倫理的配慮 
産褥 1日に対象者に施設研究協力者が同意

説明文書を渡し、協力依頼を行った。その際、
研究協力への同意は自由意志で行うもので、
研究のどの段階でも撤回できること、調査を
途中離脱する場合でも不利益はないこと、調
査で得られた個人情報や資料は個人が特定
できないようにコード化し、調査終了後の資
料はシュレッダーで裁断することを伝え、同
意を得た。 
3) データの分析方法 
唾液中コルチゾール・クロモグラニン A、

主観的疲労度と主観的心理ストレス度、授乳
に関する状況、STAI、母乳育児自己効力感尺
度、愛着尺度、EPDS については、正規性の検
定を行い、頻回直母群と時間直母群を比較す
る場合には、独立サンプルによる Mann－
WhitneyU 検定ならびに T 検定を行った。 
４．研究成果 
1) 研究Ⅰ 
「直接母乳哺育後のストレス評価」 
(1) 対象者の概要 
調査項目に欠損のない分析対象者は、産後

1 日は頻回直母群 160 名(66.7%)・時間直母群
118 名(53.4%)であり、産後 3 日は頻回直母群
140 名(58.3%)・時間直母群 111 名(42.3%)、
産後 1 ヶ月は頻回直母群 95 名(40.0%)・時間
直母群 65 名(24.8%)であった。 



母親の年齢は 28.3±1.8 歳、分娩週数は
39.3±1.8 週、児の出生時体重は 3150.8±
1388.5g であった。里帰りの有無については、
里帰り 28.7%、里帰りでない 43.6%であり、
家族形態については、拡大家族 13.9%、核家
族 58.4%であった。就業については、正職員
24.1%、パート 4.0%、主婦 44.2%であった。
産後の復職の有無については、復職する
30.9%、復職しない 39.0%であった。 
(2) 直母前後の疲労度とストレス度の比較 
産後 1・3 日における直母前後の疲労度と

ストレス度の両群比較を表 1 に示す。 
直母前の疲労度については、産後 1 日の頻

回直母群は 4.1±2.6、時間直母群は 3.9±2.7
であり、産後 3日では頻回直母群は 4.1±2.6、
時間直母群 3.2±2.6 となり、どちらも頻回
直母群が有意に高かった。 
直母後の疲労度については、産後 1 日の頻

回直母群は 4.3±2.6、時間直母群 3.7±2.9
であり、産後 3日では頻回直母群は 4.3±2.7、
時間直母群 3.7±2.8 となり、どちらも頻回
直母群が有意に高かった。 
直母前のストレス度については、産後 1 日

の頻回直母群 2.4±2.3、時間直母群 2.3±2.4
であり、産後 3 日では頻回直母群 3.4±2.7、
時間直母群 2.4±2.5 となり頻回直母群が有
意に高かった。 
直母後のストレス度については、産後 1 日

の頻回直母群は 2.7±2.6、時間直母群は
2.5±2.6 となり、産後 3 日では頻回直母群は
3.5±3.2、時間直母群は 2.5±2.7 となり頻
回直母群が有意に高かった。 
産後 1・3 日における直母前後の疲労度と

ストレス度は、頻回直母群が高かく、頻回に
直母している母親は、産後 3 日までの直母前
後の疲労とストレスが時間授乳群に比べて、
高いことが分かった。 
 

表 1 産後 1・3 日における直母前後の疲労度とス

トレス度の両群比較 

 
 
 
 
 
 
 
 

Mann－Whitney U 検定 *** p＜0.001,  **p＜0.01,  

* p＜0.05 

 
(3) 疲労要因の比較 
産後 1・2・3 日における直母回数を表 2 に

示す。産後 1 日は、頻回直母群 4.9±2.7、時
間直母群 1.6±1.4、産後 2 日は頻回直母群
10.0±3.7、時間直母群 5.9±1.1、産後 3 日

は頻回直母群 6.9±2.5、時間直母群 3.9±2.0
であり、3 時期ともに直母回数は頻回直母群
が有意に高かった。 
次に産後 1・3 日における疲労の要因を表 3

に示す。 
1 回あたりの直母時間は、産後 1 日の頻回

直母群は 21.7±14.3、時間直母群は 5.2±4.7
となり、産後 3 日では頻回直母群は
21.7±10.8、時間直母群は 12.4±9.4となり、
どちらも頻回直母群が有意に高かった。 
睡眠時間については、産後 1 日の頻回直母

群は 3.8±1.9、時間直母群は 5.3±2.1 とな
り、産後 3 日では頻回直母群 4.0±1.2、時間
直母群 5.7±1.2 となり、どちらも時間直母
群が有意に長かった。 
睡眠の質については、産後 1 日の差はなか

ったが、産後 3日では頻回直母群は 4.4±14.8、
時間直母群は 5.2±2.5 となり時間直母群が
高かった。 
分娩による疲労・面会人による疲労・医療

スタッフの訪室による疲労は、産後 1 日・3
日ともに両群に差はなかった。 
授乳による疲労については、産後 1 日の頻

回直母群は 3.3±2.7、時間直母群は 2.1±2.3
となり、産後 3日でも頻回直母群は 5.4±3.2、
時間直母群は 3.3±2.7 となり頻回直母群が
有意に高かった。 
睡眠不足による疲労については、産後 1 日

の頻回直母群は 5.6±2.8、時間直母群
4.5±2.9 となり、産後 3 日でも頻回直母群は
6.2±2.6、時間直母群は 4.3±2.7 となり頻
回直母群が有意に高かった。 
 
表 2  産後 1・2・3日の直母回数 

 
 
 
 

Mann－Whitney U 検定 *** p＜0.001 

 
表 3 疲労の原因 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Mann－Whitney U 検定 *** p＜0.001,  **p＜0.01,  

* p＜0.05 



(4) 乳房トラブルの比較 
産後 1 日・3 日・1 ヶ月における乳房に関

するトラブルを表 4 に示す。 
「乳首が痛い」については、産後 1 日の頻

回直母群は 4.7±3.6、時間直母群は 1.9±2.8
となり、産後 3日でも頻回直母群は 7.3±2.8、
時間直母群は 4.9±3.4 となり、頻回直母群
が有意に高かった。 
「乳房緊満」については、産後 3 日の頻回

直母群は 4.8±3.5、時間直母群は 3.8±3.4
となり、頻回直母群が有意に高く、産後 3 日
のみ有意差が認められた。また、「乳房のし
こり」についても、産褥 3 日の頻回直母群は
3.5±3.4、時間直母群は 2.9±4.2 となり、
頻回直母群が有意に高く、産後 3 日のみ有意
差が認められた。 
「児が吸い付いてくれない」については、

産後 1 日の頻回直母群は 3.1±3.2、時間直母
群は 4.0±3.4 となり、産後 3 日でも頻回直
母群は 3.6±3.4、時間直母群は 4.1±3.3 と
なり、時間直母群が有意に高かった。 
「児にくわえさせることができない」につ

いては、産後 1 日の頻回直母群は 2.3±3.1、
時間直母群 3.9±3.5 となり、産後 3 日でも
頻回直母群 2.5±3.0、時間直母群 3.4±3.1
となり、時間直母群が有意に高かった。 
産後 1ヶ月では乳房トラブルについての差

は認められなかった。 
 
表 4 産後 1 日・3 日・1 ヶ月における乳房トラブ

ル 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Mann－Whitney U 検定 *** p＜0.001,  **p＜0.01,  

* p＜0.05 
 
(5) 母乳状況と母乳育児自己効力感の比較 
産後 1 日・3 日・1 ヶ月における母乳状況

と母乳育児自己効力感を表 5 に示す。 
母親の主観的な母乳育児への意欲は、3 時

期での差はなかった。 
母乳分泌量については、産後 1 日の頻回直

母群は 2.1±0.7、時間直母群は 1.8±0.8 と
なり、産後 3 日でも頻回直母群は 2.8±0.7、
時間直母群は 2.5±0.8 となり、頻回直母群
が有意に高かった。産後 1 ヶ月では差はなか
った。 
母乳不足感については、産後 1 日の頻回直

母群は 5.9±2.8、時間直母群は 6.7±2.9、
産後 3 日の頻回直母群は 5.3±5.2、産後 1 ヶ
月の頻回直母群は 2.7±2.7 であり、3 時期と
もに時間直母群が有意に高かった。 
母乳育児自己効力感については、産後 1 日

の頻回直母群は 39.1±9.8、時間直母群は
34.8±9.5、産後 3 日の 頻回直母 群は
41.7±12.3、時間直母群は 38.0±11.5､産後
1 ヶ月の頻回直母群は 49.2±11.7、時間直母
群は 43.9±12.1 となり、3 時期ともに頻回直
母群が有意に高かった。 
愛着尺度・Stai1・Stai2・EPDS については、

各期における両群の差はなかった。 
 
表 5産後 1日・3日・1ヶ月における母乳状況と母

乳育児自己効力感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Mann－Whitney U 検定 , t検定  *** p＜0.001,  

 **p＜0.01 
 
(6) 研究Ⅰ「直接母乳哺育後のストレス評価」

結果 
① 頻回直母群は、時間授乳群と比較すると、

産後 1 日・3 日の直母前後の疲労度とス
トレス度が高かった。 

②  産後 1・2・3 日における直母回数は、3
時期ともに頻回直母群が有意に高く、1
回あたりの直母時間は、産後 1・3 日とも
に頻回直母群が有意に高かった。 

③  睡眠時間は、産後 1・3 日ともに時間直
母群が有意に高かったが、産後 1 日の睡
眠の質には、差はなかった。産後 3 日で
の睡眠の質は、時間直母群が高かった。 

④  授乳による疲労と睡眠不足による疲労
は、産後 1・3 日ともに頻回直母群が有意
に高かった。 

⑤ 「乳首が痛い」は、産後 1・3 日ともに頻
回直母群が有意に高かった。 

⑥ 「乳房緊満」と「乳房のしこり」につい
ては、産後 3 日のみ頻回直母群が有意に
高く、有意差が認められた。 

⑦ 「児が吸い付いてくれない」「児にくわえ
させることができない」については、産
後 1・3 日ともに時間直母群が有意に高か
った。 

⑧ 母乳分泌量は産後 1・3 日の 2 時期におい
て、頻回直母群が高かった。産後 1 ヶ月
では差はなかった。 



⑨ 母乳不足感は産後 1 日・3 日・1 ヶ月の 3
時期において時間直母群が高かった。 

⑩ 母乳育児自己効力感は産後 1 日・3 日・1
ヶ月の 3 時期において頻回直母群が高か
った。 

⑪ 愛着尺度・Stai1・Stai2・EPDS について
は、頻回直母群・時間直母群における差
はなかった。 

2) 研究Ⅱ 
「直接母乳哺育後のストレス評価」 
(1)対象者の概要 
有効回答者は、途中離脱や唾液量不足によ

る測定不可のものを除いて、頻回直母群 38
名(82.6%)、時間直母群 38 名(92.6%)であっ
た。 
母親の年齢は 28.1±5.4 歳、分娩週数は

39.7±0.9 週、児の出生時体重は 3108.3±
484.0g であった。 
(2) 直母前後のコルチゾールとクロモグラ
ニン A の両群比較 
産後 1・3 日における直母前後のコルチゾ

ールとクロモグラニン Aの両群比較を表 6に
示す。直母前後のコルチゾールとクロモグラ
ニン A は、産後 1・3 日ともに、頻回直母群
と時間直母群に差はなかった。 
産後 1・3 日における直母前後の疲労度と

ストレス度の両群比較を表 7 に示す。直母前
後の疲労度とストレス度は、産後 1・3 日と
もに、頻回直母群と時間直母群に差はなかっ
た。 
 
表 6産後 1・3日における直母前後のコルチゾール

とクロモグラニン Aの両群比較 

 
 
 
 
 
 
 

 

Mann－Whitney U 検定 ,t検定  n.s.: not significant 

 

表 7 産後 1・3日における直母前後の疲労度とス

トレス度の両群比較 

 

 
 
 
 
 
 

 

Mann－Whitney U 検定, t検定  n.s.: not significant 

 

(3) 各群における産後 1・3 日の直母前後の
比較 
頻回直母群における産後 1・3 日の直母前

後のコルチゾール・クロモグラニン A・疲労
度・ストレス度を表 8 に示す。コルチゾール
については、産後 1 日での直母前は
0.46±0.17、直母後は 0.42±0.16 となり、
直母前の値が有意に高かった。産後 3 日につ
いては、差はなかった。クロモグラニン A・
疲労度・ストレス度については産後 1・3 日
ともに差は認められなかった。 
時間直母群における産後 1・3 日の直母前

後のコルチゾール・クロモグラニン A・疲労
度・ストレス度を表 9 に示す。産後 3 日の疲
労度は、直母前は 4.0±2.6、直母後は
4.6±2.9 となり、直母後が有意に高かった。 
 

表 8  頻回直母群における産後 1・3 日のコルチゾ

ール・クロモグラニン A・疲労度・ストレス度の

両群比較 

 
 
 
 
 
 
 

 

Mann－Whitney U 検定, t検定   **p＜0.01 

 

表 9 時間直母群における産後 1・3 日のコルチゾ

ール・クロモグラニン A と疲労度・ストレス度の

両群比較 

 

 
 
 
 
 
 

 

Mann－Whitney U 検定,t検定    *p＜0.05 

 

(4) 研究Ⅱ「直接母乳哺育後のストレス評
価」結果 

① 直母前後のコルチゾール値とクロモグラ
ニン A 値は、産後 1・3 日ともに、頻回直
母群と時間直母群に差はなかった。 

② 頻回直母群における産後 1 日のコルチゾ
ール値は、直母前が有意に高く、頻回直
母群における産後 1 日のコルチゾール値
は直母によって低下することが分かった。 



③ 直母前後の疲労度とストレス度は、産後
1・3 日ともに、頻回直母群と時間直母群
に差はなかった。 

④ 時間直母群における産後 3 日の疲労度は、
直母前より直母後が有意に高かった。 

3)考察 
本研究は、赤ちゃんのほしがるサインにあ

わせた直接母乳哺育や、分娩早期からの制限
のない頻回直接母乳哺育は、母親の鎮静やリ
ラックスを促してストレスを軽減するので
はないかという仮説に基づいて調査を行っ
た。 
その結果、褥婦の主観的疲労度・ストレス

度からは、頻回直母群は、時間直母群と比較
して、産後 1・3 日ともに直母前後の疲労度
とストレス度が高いことが分かった。しかし、
直母前後の唾液中コルチゾール値・クロモグ
ラニン A 値からは、産後 1・3 日ともに、頻
回直母群と時間直母群での差は認められな
かった。従って、褥婦の主観的疲労度・スト
レス度と、唾液中コルチゾール値・クロモグ
ラニン A 値からは、仮説を立証することはで
きなかった。愛着尺度・Stai1・Stai2・EPDS
についても、各期における両群の差はなかっ
た。 
頻回直母群は時間直母群と比較して、産後

3 日までの直母回数が多く、1 回あたりの直
母時間も長かった。そのため、産後 1 日の睡
眠時間は時間直母群が有意に長かったが、両
群に睡眠の質の差は認められなかった。よっ
て、産後 1 日の頻回直母群の母親は、睡眠時
間が短くても、睡眠の質は保たれていると感
じていることが明らかになった。 
また、母乳育児自己効力感は 3 時期ともに

頻回直母群が高いことから、赤ちゃんのほし
がるサインにあわせた直接母乳哺育や、分娩
早期からの制限のない頻回直接母乳哺育は、
母乳育児への自信を促すことが明らかにな
った。 
頻回直母群は時間直母群と比較して、産後

1・3 日の乳首の痛みや、産後 3 日の乳房緊満
が強いと感じていた。乳頭痛は不適切なポジ
ショニングやラッチオンによって起こる 10)

ため、看護者は、効果的な直接母乳哺育が行
えているかを評価して、頻回直母を支援する
必要がある。また、時間直母群に対しては、
産後 1・3 日に「児が吸い付いてくれない」
や「児にくわえさせることができない」と感
じていることから、直母が制限されている状
況での、効果的な直接母乳哺育を獲得するた
めの援助方法について検討する必要性があ
ることが示唆された。 
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